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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本と韓国の仏教関係資料の検討を通して、７世紀から14世紀に至る時期
における、東アジア諸地域の境界意識の変遷と、仏教をはじめとする信仰との関わりについて考察した。古代・
中世の東アジア世界では、さまざまな地域にさまざまな「国家」が興亡するが、そこでは、現実の政治課題や外
交問題と深く関わって「境界」が意識され、境界の外の世界を意識したさまざまな信仰が行われていた。とく
に、日本、朝鮮半島、中国の各境界地域には、同時期に四天王信仰や毘沙門天信仰が広まっており、それが境界
意識と分かちがたく結びついてることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research was considered about a change in boundary consciousness in 
East Asia through an analysis of Buddhism belief. Various "states" exist in various areas in East 
Asia World in the Ancient Period and the Medieval  Period . A boundary was conscious in relation to 
real political subject, diplomatic problem. As a result, various belief conscious of the world 
outside the boundary was performed. In particular, Shiten-no belief and Bishamon-ten god  belief 
spread over each borderland area in Japan, Korea , and China in a simultaneous period. I made it 
clear that there is  a deep relation between boundary  consciousness and the Buddhism belief.

研究分野：日本古代史
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者はこれまで一貫して、前近代(主に古

代・中世)の東アジア世界(主に中国、朝鮮半

島、日本)の歴史的特質に関心を持ち、これら

の地域に共通する具体的な要素の検討を通

じて考察を試みてきた。具体的には、貨幣、

文字といったものである。前近代東アジア世

界の歴史を総体としてとらえるためには、こ

うした具体的な諸要素の検討が何よりも必

要であると考え、本研究では、これまでの視

点を継承しつつ、東アジアの普遍宗教である

仏教に注目し、とくに仏教信仰が、境界地域

において果たした役割を考察することによ

り、東アジア世界の特質を見通すことを試み

ることにした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、前近代における東アジア世界の歴

史的特質をとらえるための前提として、７世

紀から 14 世紀に至る時期における、東アジ

ア諸地域の境界意識の変遷と、仏教をはじめ

とする信仰との関わりについて考察するこ

とを目的とする。古代・中世の東アジア世界

では、さまざまな地域にさまざまな「国家」

が興亡するが、そこでは、現実の政治課題や

外交問題と深く関わって「境界」が意識され、

境界の外の世界を意識したさまざまな信仰

が行われていた。本研究では、日本、朝鮮半

島、中国に残る境界世界の仏教信仰の痕跡を、

文献史料や現存する寺院資料、考古資料、さ

らには出土文字資料などを博捜し、前近代に

おける東アジア諸地域の境界意識の変遷と

その歴史的背景、さらには各地域の比較研究

などを試みる。 
 
３．研究の方法 
 

本研究は、既存の文献史料を読み直すことは

もちろんのこと、出土文字資料や考古資料、

仏教美術資料などの多岐にわたる資料群を

分析することで、研究目的の達成をめざす。

また、研究目的の性質上、東アジア各地域に

おけるフィールドワークが不可欠となる。 

 平成 26 年度は、境界地域における仏教信

仰の実態を示す日中韓の史料を収集する一

方、韓国の仏教信仰にかかわる遺物の調査や、

境界地域との関わりの深い寺院資料の調査、

踏査などを行う。 

 平成 27 年度は、国内では、岩手県、秋田

県、鹿児島県など、境界世界における信仰を

うかがわせる仏教美術資料や出土資料など

を調査する一方、国外では、中国の唐宋期に

おける四川地域の仏教遺跡のフィールド調

査を行う。 

 平成 28 年度は、不足する史資料の収集を

進め、本研究全体を総括する。 

 
４．研究成果 
 

研究期間全体の成果としては、中国の四川省、

韓国南部、日本の日本海側諸地域のフィール

ド調査､とりわけ 9 世紀の仏教信仰にかかわ

る遺跡、遺物、仏教美術等の調査を通じて、

古代・中世東アジア諸地域の境界領域におけ

る仏教信仰と国土意識の醸成の問題につい

て見通しを持つことができたことが大きな

成果といえる。研究期間中も、その問題に直

接かかわる論考や學術講演により、その成果

を発信することができた。 
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